






















（ 1 ）　東京高判平成22年 5 月12日、判タ1379号251頁。














v. California, 370 U.S. 660）では、こうした状態となることを犯罪化し、刑罰を科
すことは、その状態が中毒によって制御不能であることから、多数意見は違憲と
の判断を下したものの、アルコール依存の者に対し、「公共の飲酒」を犯罪化す
















































































































































































































































（ 4 ）　P. Robinson, Abnormal Mental State Mitigations of Murder: The US Perspective, at 










































（ 7 ）　大阪刑事実務研究会「責任能力 1 （ 2 ）」判例タイムズ1372号（2012年）90頁以下参照。

















（ 8 ）　例えば、行為論について、G. E. M. アンスコム（菅豊彦訳）『インテンション』（産業図
書、1984年）、D. デイヴィドソン（服部祐幸・柴田正良訳）『行為と出来事』（勁草書房、1990
年）など。責任論について、J. Fischer & M. Ravizza, Responsibility and Control: A Theory 
of Moral Responsibility, 1998, Cambridge University Press、瀧川裕英『責任の意味と制度』
（勁草書房、2003年）など。
（ 9 ）　司法研究所編・前掲注 5 ・34頁以下参照。
（10）　松原久利『違法性の錯誤と違法性の意識の可能性』（成文堂、2006年）91頁以下、水留正
流「責任能力論からみた『故意と責任能力』の議論と医療観察法との関係」刑事法ジャーナ
ル41号（2014年）86頁以下など。
